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当日は、YFP事務局より、「売れる商品づくりのポイント」として、ブランド構築とパッ
ケージデザインについて、講義いたします。
専門部会のメインとなるのは、テーマごとのワークショップです。研修会での意見を
元に、テーマの大枠を決めています。このテーマから、どのようなビジネスにつなげて
いくかはグループの皆様次第です。新しいビジネス（新商品・新サービス）の創出に向
けて、地域や業種の垣根を越えて、一丸となって取り組んでみませんか？
会終了後には、名刺交換会や個別相談会も実施予定です。

県産農林水産物を活用し
新たなビジネスを作ろう！
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新たな
惣菜開発

県産農林水産物（地域資
源・未利用資源）を活用
した新たな惣菜商品の
開発を目指します。

新たな
土産開発

県産農林水産物（地域資
源・未利用資源）を活用
した新たな土産商品の
開発を目指します。

野菜パウダーを
活用した商品開発

県産農林水産物（地域資
源・未利用資源）をパウ
ダーに加工し、それを
使った商品の開発を
目指します。

小麦を活用
した商品開発

県内で生産された小麦を
使った商品の開発を目指
します。菓子やパン、ピザ、
麺への使用等、可能性

は無限大。

観光・体験
の開発

県内の道の駅などにお
ける、観光・体験プロジェ
クト（サービス）の可能
性を探ります。

やまがた
○○プロジェクト
様々な地域資源を

掛け合わせ商品・サービス

地域資源・未利用資源も
未定。自らプロジェクト
を立ち上げ、進めてい
ただけます。

売れる商品・
サーヒスを
作る

山形らしさを追求し

第１回専門部会

［　　　　　］



参加を希望するテーマを下記①～⑦の中から複数ご選択ください。

（例）ジュース搾汁後の
りんごの残渣

①新たな惣菜開発   ②新たな土産開発   ③野菜パウダーを活用した商品開発   ④小麦を活用した商品開発
⑤観光・体験の開発   ⑥やまがた○○プロジェクト   ⑦どれでも良い
第１希望（　　　）　第２希望（　　　）　第３希望（　　　）

活用してほしい自社や地域の農林水産物などの資源・未利用資源探している地域資源・未利用資源 

※申込状況により、ご希望以外のテーマへのご参加
　となる可能性もございますので、ご了承ください。

第❶回専門部会  参加申込フォーム

企業名・団体名

担当者氏名

部署名・お役職

連絡先

参加ご希望の
テーマ

その他・ご要望等

地域資源・
未利用資源

開会・前回までの振り返り

「売れる商品づくりのポイント」
 （流通経済研究所  折笠 俊輔氏）

県産農林水産物を活用した
新ビジネス創出ワークショップ

次回に向けた方向性と課題（YFP事務局）

質疑応答・次回の連絡

閉会

名刺交換会・個別相談会7

常時、個別相談を受け付けております。お気軽にお問い合わせください。


